
枚方淀川探鳥会2025年6月

2025年(令和7年)6月1日(日) 9:00～12:00

日本野鳥の会大阪支部

前田初雄、甲田正二、西脇淳浩、香月清宏、

松井正夫、新名泰博、平 軍二（ 090-6901-1425）

Ⅰ今月の鳥はコチドリ

①コチドリ チドリ目チドリ科 漢字名 小千鳥

学名 Charadrius dubius

英名 Little Ringed Plover 

体長16㎝で日本産チドリ類では最小。右写真からもわ

かるように、黄色いアイリングがポイント。

枚方淀川探鳥会での観察は次ページ・チェックリスト表

No135に記載。この13年間で、冬から春を中心に32回観

察している。

③大阪府のコチドリ （大阪府鳥類目録 2016）

大阪府のほぼ全域で繁殖している。

③日本でのコチドリ繁殖地分布
（鳥類分布調査会 2021年）

夏鳥として全国で繁殖し，一部越冬するものもいる。砂

浜，河原，埋め立て地などの裸地 で営巣するが，駐車

場や畑など，ほかのチドリ類と比べて生息地の幅が広い。

そのためか， 記録メッシュ数も大きく増加している。

④世界のコチドリ
真木・大西（日本の野鳥590）

2000年平凡社

ユーラシア大陸・アフリカ大

陸に広く分布。

体長16㎝で日本産チドリ類

では最小。

②枚方のコチドリ （枚方の野鳥2021）

枚方野鳥の会・枚方生きもの調査会

枚方市では、淀川・山田池公園の探鳥地以外に。穂谷な

ど、農耕地で繁殖している。

➝

Ⅱ 先月(5/4）探鳥会報告 よく晴れ、心地よい風が吹く探鳥会日和に、申込枠いっぱいの参加者と共にスター
トした。関⻄医⼤の新棟建設⼯事の影響で天の川沿いに淀川にアプローチを変更す
ると、盛んに探餌するイワツバメやツバメが間近に見えた。伐採され見通しが良く
なった高水敷では、樹林の鳥はほとんど見当たらないが、草地を好むホオジロやウ
グイスの声はあちこちで聞こえた。繁殖期に入り河川敷のスズメ・ヒヨドリ・ムク
ドリは激減していた。淀川の水位が下がっており、出現した⼤きな砂州では、ダイ
サギやコサギの婚姻色や砂州に溶け込んだコチドリ、ハクセキレイとセグロセキレ
イが交尾をする様子を観察した。川面では冬鳥はほとんど姿を消していたが、オオ
バンの群れやカンムリカイツブリが姿を出した。その後、チョウゲンボウのホバリ
ングによる探餌やハンティングにより見事小動物を捕獲し、餌運びで市街地に消え
ていく様子を観察した。期待された春の渡り鳥は観察できなかったので、種数とし
ては32種にとどまった。

ダイサギ（西脇淳浩氏）

コチドリ 20250504（西脇淳浩氏）
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Ⅲ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

日本鳥学会による「日本鳥類目録」改定の経緯

改訂第6版（2000年） 鳥の分類が戦前からの形態（体の構造や外見の特徴）で分けていた（ハヤブサ科がタカ目）

改訂第7版（2012年） 遺伝子解析の結果を取り入れ、大幅な変更（ハヤブサ目はスズメ目に近いとわかった）

改訂第8版（2024年） 更に詳細な遺伝子解析情報（分岐）を取り込んだ（科の順番だけでなく、種の順番に変更が多い）

└ これから図鑑をと思われている方、できれば第8版ベースかどうか確認の上、ご購入下さい
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Ⅳ 次回は7月6日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

今日と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申し

込みくださるようお願いします。

暑い季節です。熱中症対策を充分にしてご参加ください。

ササゴイ（20250707)西脇淳浩氏）
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Ⅴ ヒナを拾わないで！ ヒナが地面にいても、拾わないでね
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